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Ⅱ 人工林再生 

＜主要施策の取組状況＞ 

１ 地域特性に応じた適切な森林整備の推進 

・公益的機能を重視した混交林等への転換を目標として、水源林整備事業や保安林改良事

業等により、間伐等の人工林整備を 856ha 実施した。また、市町村への補助事業（地域

水源林整備事業）により、間伐等の人工林整備を促進した（65ha）。林内の照度改善に

より混交林化が促進され、公益的機能の向上に寄与した。 

・森林資源の活用による持続可能な人工林の整備として、水源林整備事業や県営林造林事

業等により、間伐等の人工林整備を 316ha 実施した。また、市町村等への補助事業によ

り間伐等の人工林整備を促進した（596ha）。持続可能な人工林整備が促進されるとと

もに、間伐材が有効利用された。 

 

２ 森林整備とシカ保護管理の連携 

 ・水源林整備などの森林整備と情報共有を行い、水源林整備地周辺を中心に管理捕獲を実

施し、森林整備と連携したシカの管理捕獲を行った。（自然植生回復目的の管理捕獲と

合わせて、県実施分実績 601 頭）。また、平成 27 年度には管理捕獲の際の利用へ配慮

した作業径路の配置や、モノレールの配置を行った。 

（Ⅴシカ等野生動物の保護管理再掲） 

 

３ 県産木材の有効活用の促進と基盤の整備 

・県有林において間伐材を搬出（142 ㎥）し、県産木材活用を促進した。また、補助事業

により、10,028 ㎥の間伐材を搬出した。 

・基盤整備として、県営林道 14 路線の改良工事を実施するとともに、水源林の補助事業

として作業路 16路線、計 13,980m 整備した。 

 

４ 森林モニタリングの実施 

 ・対照流域法による調査を実施した。平成 26 年度に引き続き、大洞沢、貝沢、ヌタノ沢、

フチヂリ沢の４カ所の試験流域において対照流域法による水・土砂流出に関するモニタ

リングを継続し、林業施業やシカの保護管理による事業効果の検証を行った。大洞沢

（東丹沢）、ヌタノ沢（西丹沢）では、下層植生回復による森林の公益的機能（特に水源か

ん養機能）の改善の検証を行った。また、貝沢（小仏山地）、フチヂリ沢（箱根外輪山）で

は、大洞沢やヌタノ沢の比較対照として、地域ごとの流出特性を把握するとともに、適切な

水源林管理による人工林の水源かん養機能保全の検証を行った。 

 ・大洞沢及びヌタノ沢では、植生保護柵によってシカを排除した実施流域とシカを排除し

ない対照流域をペアで設けて、シカの対策による下層植生回復効果と水・土砂流出への

効果の関係を調査した。大洞沢流域では植生保護柵を設置して 3 年半、西丹沢ヌタノ沢

流域では 1 年半が経過し、いずれも流域末端での水量、水質の変化には至っていないも

のの、植生保護柵を設置した小流域内は、下層植生が回復しつつあることを確認した。 

・モニタリングを通して、現地のデータ蓄積が進み、それぞれの試験流域の流出特性把握



 

が進捗した。 

・水源の森林づくり事業で施業した箇所のモニタリング地点で、植生と進入広葉樹、光環

境、土壌侵食深を調査した。

・水源林の 32 箇所(うち 6 箇所は柵内外の対プロット

哺乳類を調査して、森林整備

物にプラスの効果をもたらし、間接的に土壌動物と昆虫の多様性に影響していることを

確認した。他の分類群では森林整備や環境要因との関連は見られなかった。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水源涵養機能調査（対照流域法）

・大洞沢、貝沢、ヌタノ沢：事後モニタリング

・フチヂリ沢：事前モニタリング

公益的機能を重視した混交林等への転換

・間伐等人工林整備等 856 ha

（水源林整備事業・保安林改良事業等）

・補助事業による間伐等人工林整備

（地域水源林整備事業） 

○森林整備実施状況（平成 27

○県産木材の搬出状況（平成 27

県有林からの搬出 補助事業による搬出

142 ㎥ 10,028

 

○森林モニタリング実施状況（平成

ヌタノ沢と周辺の水循環調査（湧水サンプル採取）
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水源の森林づくり事業で施業した箇所のモニタリング地点で、植生と進入広葉樹、光環

境、土壌侵食深を調査した。 

箇所は柵内外の対プロット)で植物や土壌動物、昆虫、鳥類、

哺乳類を調査して、森林整備(間伐)との関係を解析したところ、森林整備は直接的に植

物にプラスの効果をもたらし、間接的に土壌動物と昆虫の多様性に影響していることを

他の分類群では森林整備や環境要因との関連は見られなかった。

水源涵養機能調査（対照流域法） 水源林定点調査

・大洞沢、貝沢、ヌタノ沢：事後モニタリング 

：事前モニタリング 

・施業箇所の定点で、植生、光環境、土壌

侵食深等を調査。 

公益的機能を重視した混交林等への転換 森林資源の活用による持続可能な人工林の整備

856 ha 

（水源林整備事業・保安林改良事業等） 

補助事業による間伐等人工林整備 65 ha 

・間伐等人工林整備 316 ha 

（水源林整備事業・県営林造林事業・旧社営林整備事業等）

・補助事業による間伐等人工林整備

(造林補助事業・地域水源林整備等) 

27 年度） 

27 年度） 

補助事業による搬出 

10,028 ㎥ 

○基盤整備の実施状況（平成

県営林道改良工事 

14 路線（19 箇所） 

 
○森林モニタリング実施状況（平成 27 年度） 

ヌタノ沢と周辺の水循環調査（湧水サンプル採取） 

 

大洞沢の水循環調査（流量観測）

水源の森林づくり事業で施業した箇所のモニタリング地点で、植生と進入広葉樹、光環

で植物や土壌動物、昆虫、鳥類、

との関係を解析したところ、森林整備は直接的に植

物にプラスの効果をもたらし、間接的に土壌動物と昆虫の多様性に影響していることを

他の分類群では森林整備や環境要因との関連は見られなかった。 

定点調査 

・施業箇所の定点で、植生、光環境、土壌

森林資源の活用による持続可能な人工林の整備 

 

（水源林整備事業・県営林造林事業・旧社営林整備事業等） 

・補助事業による間伐等人工林整備 596 ha 

 

○基盤整備の実施状況（平成 27 年度） 

水源林作業路・ 

作業道設置 

13,980 m 

大洞沢の水循環調査（流量観測） 
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森林整備実施状況 

 

○人工林再生に関係する事業の実施場所（位置情報のある事業のみ掲載） 

 

オオバノイノモトソウ（左）とマツカゼソウ（右） 

 


